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1946 年４月 25 日「長崎市場を手入れ 廿余名を













































 長崎県警察は、1946年 5月 8日の自由市場の一
斉取締りで拘束したヤミ商人に、「今後は随時一斉
檢挙を実施し厳罰に處する方針」を示していたが









いる（1946 年 5 月 14 日「市場取締から騒擾 署




中国人 6名、朝鮮人 26名の合計 182名となってい
る 11。 
 また、『警察史』の記述にはないが、長崎軍政部
による「占領軍活動週報」（5 月 18 日付）に添え
られた、‘Riots in Nagasaki City on 13 May 1946, 
Report on’（「1946年 5月 13日の長崎市における
暴動の報告」5 月 16 日付：以下、「暴動の報告」）

































































































































るよう命令された。占領軍の到着直後の 15 時 00
分頃、暴徒は長崎警察署から逃げ出し［…］」と記
されている。 
 長崎軍政部による 7月 20日付の「占領軍活動週
報」に添付された、三川克己長崎県警察部長から
長崎軍政部のブラーグナー大尉に提出された 7 月
18 日付の報告‘Data re the Chinese (including 
Formosan) and Korean Residents in Nagasaki 
Prefecture’ (「長崎県における中国人（台湾人を
含む）と朝鮮人の居住者に関する資料」のなかの




























 長崎県警察部長が長崎軍政部に 1946 年 7 月 18
日付で提出した‘Data re the Chinese (including 





‘SITUATION OF CHINESE, FURMSONS AND 




この報告によれば、1945 年 8 月 15 日、長崎県
には約 1420 人の中国人、80 人の台湾人、そして
40,000人の朝鮮人が居住していた。別の調査では、
1943 年 11 月に長崎県内に居住していた中国人総
数は 657 人で 25、1938 年 12 月末の長崎県内の朝
































の 1946年 6月 30日時点での県内郡市の中国人、
台湾人、朝鮮人在住者数をまとめた一覧表が添え
られている。それによれば、長崎市に居住する中














































 中国人 ％ 朝鮮人  ％ 
商業 194 25 403  4 
労働者 0 0 3526 35 
その他 77 10 504   5 
非雇用 506 65 5643 56 ヤミ商人を含む 
合 計 777  10076  
表 2 6月 30日時点の中国人（台湾人を含む）と朝鮮人の職業 
‘Occupation of Chinese(including Formosans) and Koreans on June 30’ を改変 
 戦中期 戦後 1945年 8月～11月 1946年 6月～7月 








表 1 戦中・戦後の長崎県（長崎市）における中国人と朝鮮人の人口  
長崎県警察部‘SITUATION OF CHINESE, FURMSONS AND KOREANS IN NAGASAKI PREFECTURE’、菊
地一隆『戦争と華僑－日本・国民政府公館・傀儡政権・華僑間の政治力学－』、内務省「内地
在留朝鮮人職業別調（昭和十三年十二月末現在）」（昭和 14年）、毎日新聞 1945年 11月 25日
「長崎短信」より作成） 


























暴力事件が発生した」と述べ、1945 年から 46 年
の長崎県で起こった 6 件の事件を報告している
   長崎警察署が軍政部に報告した事件の概要 
 
a 



































表 3 長崎警察署が軍政部に報告した典型的問題事例 
‘SITUATION OF CHINESE, FURMSONS AND KOREANS IN NAGASAKI PREFECTURE’ で報告さ
れている事件の内容を要約。 
*表中の aの事件は、長崎県議会でも取り上げられており（本文 4(2)を参照のこと）、事件について
答弁した警察部長は 10月 30日の出来事と説明している。したがって、1945年 12月 3日（原文は 

























































































































































































 在日本朝鮮人連盟（朝連）は、1945 年 10 月に
東京で結成され、帰国者の世話などを行っていた












































そのため、1946 年 2 月に、国鉄の長崎管内で、
鉄道利用についての取締りを強化する方針が示さ
れた 51。2 月 8 日の長崎新聞は次のように報じて
いる。 




































































































































































































「占領軍活動週報」（1946 年 6 月 1 日付）では、















6 月 8 日付と 6 月 15日付の「占領軍活動週報」、
前出の 7月 18日付長崎軍政部への報告「襲撃の事
例」、さらに 6月 23日と 8月 24日の長崎新聞で報
じられている。これらによれば、まず略式起訴さ
れた 13名に罰金 50円を言い渡された（1946年 6
月 21日「闇市騒擾随從者に罰金刑」）。その後、残
























































































































































































































































1947年 2月 7日「ヤミ一掃に斷下す きのう長崎
署でヤミ市手入れ」）、さらに県防犯課は、「この種


































れた（日日、1947 年 8 月 10 日「街の顏役を一掃 
恐かつ、業務横領などで露天商人を食う 長崎署


































転することになり、1951 年 10 月までに移転は完
了した。それとともに、疎開地の旧地主らは、新























































贈している（長崎、1946 年 8 月 27 日「在日鮮聯
南高支部より援護費に寄附」）。 































































































































4 活動報告は、初期は第 29軍政中隊（29th Military 
Government HQ & HQ CO, Nagasaki）から久留米を
本部とする第 95軍政グループ（95th Military 
Government Group, Kurume）に、1946年 7月から
は長崎軍政部（Nagasaki Military Government Team）
から福岡を本部とする九州地方軍政部（Kyushu 
Regional Military Government Headquarters and 






















                                                                                         
足袋、ズボン、海軍服上着、編上靴、タオルなど
の窃盗）などの記事が掲載されている。 






















GOVERNMENT HQ & HQ CO, NAGASAKI, 





月 18日付）に添えられた、‘Riots in Nagasaki City on 




告書のなかの‘Cases of Assault on Nagasaki Police 
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44 阿部康久「長崎における在日中国人の就業状況







































（‘Control of Chinese, Formosans and Koreans using 
Railways’, 4 February 1946, IMPERIAL JAPANESE 
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（2019年 8月 6日、加筆修正） 
